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【様式３】 

「道路政策の質の向上に資する技術研究開発」（平成２７年度採択） 

研 究 概 要 
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多様な観測データの活用による道路交通施策評価の

ためのモデル開発 
早稲田大学 教授 佐々木邦明 

 
 
道路交通政策が個人の行動の変化などに与える影響を評価するためのアクティビティシミュレー

タと，交通流を再現する交通流シミュレータの統合システムに，日々蓄積されている様々なビッグ

データを同化する仕組みを実装し，道路交通施策評価を市民の生活の変化として，精度良くとらえ

るモデルの開発． 

１．研究の背景・目的（研究開始当初の背景・動機、目標等） 

道路交通政策の評価に活動の変化をベースとして評価できるアクティビティシミュレータを適

用することが本研究の目的である．しかし，現状では各種モデルの精度に問題があり，特に，目的

地選択モデルの精度に課題があり実用的でない面もあった．また，アクティビティシミュレータは，

交通流配分は別の方法に頼らざるを得ない．近年はミクロ交通シミュレータが実用化され，都市圏

レベルでの実行が可能になった．しかし，こちらも各種パラメータの設定等には様々な課題があっ

た．本研究はこれらの課題を，日々蓄積されるビッグデータにシミュレーションモデルを同化させ

ることで改善を図り，道路交通施策の評価を市民の生活の変化としてとらえる方法の開発である． 
 
２．研究内容（研究の方法・項目等） 

■平成 27年度研究（FS） 

１）アクティビティモデルの構築 

甲府都市圏と東京都市圏それぞれでモデルを構築し，甲府都市圏モデルで政策評価を実施 

２）適切なデータの選定と同化アルゴリズム 

モバイル空間統計を同化対象データとして選定し，東京都市圏を対象にアルゴリズムを実装 

３）交通流シミュレータの選定 

複数のシミュレータとデータを比較し，同化アルゴリズム実装が容易な AIMSUN を選定 

■平成 28年度研究 

１）同化アルゴリズムの改良と時系列観測によるモデル更新 

アクティビティシミュレータへのモバイル空間統計の同化を高速化し実用的にし，複数時間断面の

データを用いてパラメータの更新アルゴリズム開発 

２）ソフト的道路施策を考慮したモデル開発 

勤務時間変化などの TDM 施策に対して評価可能な逐次型アクティビティシミュレータの開発 

３）交通流シミュレータへの同化アルゴリズムの実装 

AIMSUN に仮想ネットワークと仮想データで構築したアルゴリズムの挙動確認 

■平成 29年度研究 

１）アクティビティシミュレータの実務的適用性向上 

モデル構築と推定の簡素化を検証し，時系列的変動によるモデル更新検証 

２）交通流シミュレータの改善 

ネットワークを実都市圏に拡張し，実装したアルゴリズムと各種データの観測に応じた同化アルゴ

リズムの実装 

■平成 30年度研究 

１）アクティビティシミュレータと交通流シミュレータの統合 

アクティビティシミュレータにデータ同化を組み込み，ネットワークと統合して政策評価を行った 

２）交通流シミュレータの高度化 

各種観測データを取り込んだ交通流シミュレータのパラメータの自動補正の実装 
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３．研究成果（図表・写真等を活用し分かりやすく記述） 

・複数のアクティビティシミュレータを開発し，データ同化を実装して，モバイル空間統計に同化

することで精度向上を確認し，交通流シミュレータと統合し，特性に応じた政策評価を提示した． 

・交通流シミュレータにリンクの各種観測データを取り込んでパラメータを補正することで精度

の高いシミュレーションを実現 

    
逐次型シミュレータとデータ同化         モバイル空間統計 

 
道路開通によるゾーン別の自由活動数の変化   データ同化による配分交通量再現性の向上 
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５．今後の展望（研究成果の活用や発展性、今後の課題等） 
本研究成果により，道路交通施策が住民の生活の質の向上の評価に欠かせない指標を示すことがで

き，ハード・ソフトいずれの施策においても質に重点を置いた評価が可能になる．今後の主な課題

として，多様な観測データが利用可能であり，状況に応じた観測データの選択とその同化方法の検

討がある．  
 
６．道路政策の質の向上への寄与（研究成果の実務への反映見込み等） 

ハード・ソフトの道路交通施策の生活の質への評価は，既存のデータとシミュレータで実施可能

である．また道路の各種観測データを用いて，障害発生などのネットワークの状態変化予測も可能

であり，行政だけでなく民間事業者とも協力したイノベーションに貢献できると考えている． 

 
７．ホームページ等（関連ウェブサイト等） 
特になし 




